(様式1-1)

本様式に記載された個人情報については、審査等のための諸連絡・諸手続きのみに使用いたします。
年　月　日
立教大学総長殿
研究・実験責任者

	（所属）

	（職名）


	（氏名）

	（Tel）

	（e-mail）


ライフサイエンスに係る研究・実験計画審査申請書
＜動物実験＞
下記課題のライフサイエンスに係る研究・実験について承認審査を申請いたします。
Ⅰ．研究・実験計画の概要
	１．実施課題名

	

	２．実施期間

	　　年　月　日　～　年　月　日
※研究・実験開始は総長承認日以降となります。

	３．実施場所

	動物実験を行う場所：　　　（施設承認番号：LS　　　　）
試料保管場所：

データ解析場所：

※飼育についてはⅡ－１．「使用動物」欄に記載すること

	４．研究・実験実施者


	所属・職名
	氏名

	
	
	

	５．研究・実験目的


	

	６．研究・実験計画


	

	７．研究成果の発表方法等
	□論文発表

□学会発表

□特許出願

□その他（　　　　　　　　）


	８．他機関による審査状況

	

	９．研究資金
	(１)　種別（当てはまるものすべてにチェック）
□　科研費　　□　立教SFR　□　個人研究費　
□　学部予算　□　その他（　　　　　　　　　）

(２)　採択状況（競争的資金のみ回答）
· 採択済（　　　年度～　　　年度：　　　　　　　　）
· 申請中  （審査結果判明時期：　　　　　　　）

· 申請予定（審査結果判明時期：　　　　　　　）
(３)　競争的資金が不採択となった場合の対応
（競争的資金のみ回答）
· 申請内容を変更せず行う

· 申請内容を一部縮小または変更して行う

（変更内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

· 行わない


Ⅱ．動物実験
	１．使用動物

	動物種
	系統・
性別等
	頭数

	飼育の
有無※　　
	微生物学的品質
	導入機関名

	
	
	
	
	
	
	

	
	※飼育ありの場合に記入すること
　　飼養保管場所：
施設管理者：

施設承認番号（学内施設で飼育する場合のみ）：LS　　　　　

	２．実験動物の代替について


	（動物実験以外の方法で代替できない理由及び本実験で使用する動物を選択した理由を記入すること。）


	３．実験動物の数について

	（使用する動物数の妥当性・必要性を数字を用いて記入すること。）


	４．特別な実験・手術（例えば、無麻酔で行う手術等）について
	（実施する場合には、その理由を記入し、それが正当なものであることを示すことのできる文献を上げること。）


	５．動物に投与する薬物等

	（商品名ではなく、一般名称を用いること。すべて記載すること。）



	６．安全性の確保について

	（人体・他の生物に対する危険性とその回避方法等を記入すること。）


	７．遺伝子組換え生物について
	□使用あり（本学内で作成されたものの場合　承認番号
：LS　　　　　　　）
□使用なし

	８．実験により動物が被る苦痛について


	（１）苦痛のカテゴリー：　　
※SCAWのカテゴリー（A～E）のうち、申請者の見解で記入すること。

（２）苦痛の具体的な内容（実験開始後24時間以内、24時間経過後に分けて記載すること。）：
24時間以内
24時間経過後


	９．実験動物の取扱いと最終処置（安楽死）について

	(１)　実験動物に対する処置（実験及び捕獲時における苦痛の除去・軽減方法、薬剤投与法、採血法等。）

(２)　実験終了後の実験動物及び採取した試料の処置（保存期間、方法、場所／廃棄時期、廃棄方法）

(３)　最終処置（安楽死）の方法（薬剤を使用する際は薬剤名を記入すること。最終処置を行わない（放鳥、飼育継続等）の場合は、その旨記入。）


	１０．動物実験従事者
	氏名
	動物実験経験
の有無
	動物実験教育訓練
受講の有無

（経験無の場合は要受講）

	
	
	
	


�


■申請資格者（研究・実験責任者）は、教授・准教授・特別専任教授・助教・特任教授・特任准教授・名誉教授・特定課題研究員とする。


■学生・PD等が行う研究・実験は、指導／受入教員を研究・実験責任者とする。


�Ⅰ－１．


■30字以内を目途とし、簡潔な課題名とすること。


■研究資金の課題名と同一である必要はない。


�Ⅰ－２．


■原則2年度以内。


■科研費・立教SFR等は資金の採択期間を上限とし、2年度を超えることも可能。


■研究・実験開始は総長承認日かつ申請書に記入した研究・実験開始日以降となる。申請から審査結果が出るまで、約１ヵ月間を見込むこと。


■動物の購入や捕獲、実験に使用する試料等の購入は、総長承認後に行うこと。


�Ⅰ－３．


■学内の新規実験施設および新規飼養保管施設は、別途施設承認手続きが必要となる。実験を行う場所が、他研究者と共同になる場合は事務局まで知らせること。


�Ⅰ－４．


■本研究・実験に係る者は全員記入し（学外者を含む）、役割分担を明記すること。


�Ⅰ－５．


■最大400字程度で簡潔にまとめること。


�Ⅰ－６．


■実際に行う研究・実験の内容を具体的かつ分かりやすく説明すること。


�Ⅰ－８．


■研究・実験計画について他機関の審査・許可状況を記入すること。


�Ⅰ－９．


■「申請内容を変更せず行う」を選択できるのは、実施期間が2年度以内の場合のみ。


�Ⅱ－１．


■実施期間全体で使用する数を記入すること。


実施期間が複数年度に及ぶ場合は、年度ごとの使用数の目安をⅠ‐６．「研究・実験計画」欄に記入すること。


�Ⅱ－２．


■動物実験の３Rの原則


「Replacement」（代替）を踏まえて記入すること。


�Ⅱ－３．


■動物実験の３Rの原則


「Reduction」（削減）を踏まえて記入すること。


�Ⅱ－５．


■動物実験の３Rの原則


「Refinement」（改善）を踏まえて適切なものを選択すること。


�Ⅱ－６．


■人（実施者・実施者以外も含む。）、環境への危険性と回避方法について記入すること。


・病原体による危険性や実験動物による咬傷・掻傷・アレルギーおよび自然環境に与える影響


・逸走防止策や保護具の着用、処分の具体的方法


Ⅱ－７．


�■学内で作成した遺伝子組換え生物を使用する場合や遺伝子組換え生物を学外から持ち込んで使用する場合は別途手続きが必要か確認すること。


�Ⅱ－８．


■動物実験の３Rの原則


「Refinement」（改善）を踏まえて記入すること。


�Ⅱ－９．


■動物実験の３Rの原則


「Refinement」（改善）を踏まえて記入すること。


�Ⅱ－１０．


■動物実験経験の有無にかかわらず、「動物実験教育訓練受講の有無」を記載すること。本学以外で受講経験のある者については「有（学外）」と記載する。


■教育訓練を受けていない場合は、個別に指導し確認書を添付すること。
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